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第第１１部部  １１かか月月児児健健康康診診査査のの目目的的・・意意義義・・実実施施体体制制・・実実際際・・判判定定  

第第１１章章  １１かか月月児児健健康康診診査査のの目目的的とと意意義義  

第第１１節節  目目的的  

 

 母子保健法の第一条には「この法律は、母性並びに乳児及び幼児の健康の保持及び増進

を図るため、母子保健に関する原理を明らかにするとともに、母性並びに乳児及び幼児に

対する保健指導、健康診査、医療その他の措置を講じ、もつて国民保健の向上に寄与する

ことを目的とする」と記されており、健康診査（以下「健診」という。）は乳児及び幼児の

健康の保持及び増進を図るために講じる措置の一つとなります。 

 １か月児健康診査（以下「１か月児健診」という。）は、「母子保健医療対策総合支援事業

（令和５年度補正予算分）の実施について」（令和５年 12月 28日付けこ成母第 375号こど

も家庭庁成育局長通知。以下「通知」という。）に記されているとおり、「早期に発見し、介

入することにより疾病予後の改善が見込まれる身体疾患が顕在化する時期である１か月児

に対して健康診査を行い、疾病及び異常を早期に発見し、適切な指導を行うことで、その進

行を未然に防止するとともに、養育環境を評価し、保護者への育児に関する助言を行い、

もって乳児の健康の保持及び増進を図ること」を目的としています。 

 また、通知で挙げられているように、１か月児健診で行う具体的項目として、以下の６つ

があります。 

① 身体発育状況 

② 栄養状態 

③ 疾病及び異常の有無 

④ 新生児聴覚検査、先天性代謝異常検査の実施状況の確認 

⑤ ビタミン K２投与の実施状況の確認及び必要に応じて投与 

⑥ 育児上問題となる事項 
 

 健診を実施する医師は、１か月児の身体発育状況、栄養状態、健康状態の評価を行い、身

体異常の早期発見に努め、異常を認めた場合や疑われた場合は遅滞なく専門医療機関への

紹介に努めてください。さらに健康を決定する社会的要因を評価し、支援が必要な場合には

自治体の担当窓口に報告するとともに、必要に応じて自治体の担当窓口と連携を図りなが

ら、かかりつけ医等での継続的な支援を実施します。乳幼児健診が未受診であることを把握

した場合は、速やかに自治体の担当窓口に情報共有すること、虐待の可能性が疑われた場合

は、速やかにこども家庭センター等の自治体の担当窓口または児童相談所に通告を実施し

てください。 
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第第２２節節  意意義義  

  

出生時から生後１か月は、多種多様な先天性疾患が顕在化する時期であり、早期介入が生

命予後や Quality of Life を規定する重要な時期です。新生児期早期に発症する疾患は胎

児期や出生後すぐに医療機関にて認知され、専門医療機関への紹介、速やかな治療へと進め

る体制が多くの地域で整備されています。一方で、出生時には症状を認めないが、生後１か

月程度で症状が出現する生命にかかわる重篤な疾患（先天性心疾患、代謝疾患、胆道閉鎖症

等）も少なくありません。また、発育性股関節形成不全等の早期発見により侵襲的処置を回

避できる疾患もあります。このように、乳児の身体所見取得に習熟した医師による１か月児

健診により、疾患の早期発見・早期治療によって児の予後を改善することができると考えら

れます。また、これらの疾患の発見において重要な時期に、医療機関と自治体が情報を共有

することで必要な支援につながることが期待されます。 

保護者に対する様々なサポートも重要な課題です。Tokumitsuらの報告によると、母親の

産後うつの発生頻度は 14％前後と推定され、産後２週間をピークに３か月までに発症しま

す 1)。さらに父親の産後うつの発生も３～６か月をピークに同水準と報告されています 2)。

父親の育児休業取得率は上昇していますが、令和５年度の男性の平均育休期間は 46.5日（速報

値）であり、復職前に男性に対して育児支援を実施する必要性があると考えられています 3)。

大阪府における子ども医療電話相談事業（#8000）の集計報告では、#8000 に問い合わせの

あった項目として“嘔吐”、“泣きやまない”、“育児相談”は、生後１か月以内が多く 4) 、

この時期において対面での育児相談の機会を充実させる必要性を如実に示しています。乳

児期早期の健診は、保護者に対する相談支援の機会となることから、こども家庭センター等

とも連携することにより、安心して子育てが出来る環境整備につなげていくことが期待さ

れます。また、新生児マススクリーニングにより、早期に治療可能な疾患が発見されるよう

になったため、適切なタイミングで情報提供や相談支援を行うことが重要です。更に、生後

２か月から開始される予防接種について啓発し、接種をスムーズに進める事も重要となり

ます。 

 

第第２２章章  １１かか月月児児健健康康診診査査実実施施体体制制  

第第１１節節  健健診診のの実実施施時時期期  

  

 １か月児健診の対象者は、標準的には、出生後 27 日を超え、生後６週に達しない乳児で

す。 

 上記期間を設定した根拠として、当該時期は出生直後には診断することが困難な身体疾

患（心疾患、代謝疾患、神経筋疾患、胆道閉鎖症、幽門狭窄症、発育性股関節形成不全、難

聴等）の臨床症状が出現する時期です。乳児の身体診断に習熟した医師が健診を実施するこ

とによって早期発見・早期治療による疾病予後改善が見込まれます。また、新生児・乳児ビ


